
本
会
議
の
代
表
質
疑
か
ら

　
２
月
22
日
、
23
日
の
本
会
議
で
は
次
の
16
人
の
議
員
が
各
会
派
を
代
表
し
て
、
提
出
議
案
に
対
し

て
市
長
や
関
係
理
事
者
に
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
も
の
を
お
伝
え
し
ま
す
。

自
民
党
＝
自
由
民
主
党
京
都
市
会
議
員
団
、
共
産
党
＝
日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団
、
公
明
党
＝
公
明
党
京
都
市
会
議
員
団
、

民
進
党
＝
民
進
党
京
都
市
会
議
員
団
、
日
本
維
新
の
会
＝
日
本
維
新
の
会
・
無
所
属
京
都
市
会
議
員
団
、
京
都
党
＝
地
域
政
党
京
都
党
市
会
議
員
団
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公

明

党
湯浅　光彦
議員

（右京区）

食
品
ロ
ス
削
減
に
お
け
る
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
へ
の
取
組

Q
市
民
に
身
近
な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
や
食
品
ス
ー
パ
ー
等

の
小
売
業
界
に
お
け
る
食
品
廃
棄
の
実

態
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
小
売
業
界

の
方
々
や
消
費
者
で
あ
る
市
民
の
皆
様

の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
食
品
ロ
ス
削

減
の
輪
を
広
げ
て
い
く
取
組
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

A
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
か

ら
排
出
さ
れ
た
食
品
ロ
ス
は
大

幅
に
増
加
し
て
い
る
た
め
、
食
品
廃
棄

の
実
態
調
査
を
行
い
、
効
果
的
な
削
減

手
法
を
検
討
す
る
。
そ
の
ほ
か
、
食
品

ロ
ス
削
減
を
推
進
さ
れ
て
い
る
販
売
店

を
優
良
店
舗
と
し
て
認
定
す
る
制
度
を

創
設
し
展
開
す
る
な
ど
、
市
民
・
小
売

業
界
の
皆
様
と
共
に
食
品
ロ
ス
削
減
の

実
践
の
輪
を
大
き
く
広
げ
て
い
く
。

手つかずで捨てられている食品

かわしま　優子
議員

（伏見区）

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
い
じ
め
相
談

Q
子
ど
も
達
に
と
っ
て
身
近
に
な

り
つ
つ
あ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
い
じ
め
相
談
窓
口
の
開
設
は
、
い
じ

め
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
有
効
。

国
の
予
算
で
も
自
治
体
へ
の
研
究
事
業

費
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
本
市
も
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
た
相
談
窓
口
の
構
築
を
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

A
本
市
で
は
こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ

ー
や
24
時
間
の
電
話
窓
口
、
電

子
メ
ー
ル
等
の
多
様
な
相
談
体
制
を
構

築
し
て
い
る
中
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

相
談
窓
口
は
、
相
談
者
の
意
図
を
十
分

に
汲
み
取
っ
た
う
え
の
即
時
の
適
切
な

助
言
が
困
難
等
の
課
題
も
あ
る
が
、
悩

み
を
受
け
止
め
る
新
た
な
手
法
と
し
て

注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
国
の
モ
デ

ル
事
業
に
応
募
し
設
置
を
検
討
す
る
。

西山　信昌
議員

（下京区）

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）の
推
進

Q
市
政
運
営
の
基
本
に
Ｓ

※

Ｄ
Ｇ
ｓ

を
位
置
付
け
、
全
庁
的
に
推
進

す
べ
き
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
言
葉
自

体
も
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
中
、
積
極

的
な
普
及
・
啓
発
を
図
り
、
企
業
や
大

学
等
の
多
様
な
団
体
と
連
携
し
た
取
組

を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が

か
。A

本
市
の
「
京
プ
ラ
ン
」
と
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
が
目
指
す
方
向
性
は
同
じ
。

今
後
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
機
能
を
加
え
た

全
庁
組
織
で
政
策
の
更
な
る
融
合
を
図

り
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
戦
略
や
次
期
基
本

計
画
、
分
野
別
計
画
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
趣

旨
を
反
映
さ
せ
る
。
引
き
続
き
積
極
的

な
普
及
啓
発
や
認
知
度
向
上
を
図
り
、

多
様
な
取
組
主
体
と
の
連
携
を
一
層
強

化
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
取
り
組
む
。

民

進

党
山岸 たかゆき

議員
（伏見区）

小
中
一貫
教
育
の
取
組

Q
本
市
の
中
で
、
小
中
一
貫
教
育

を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い

る
か
。
ま
た
、
地
域
・
保
護
者
に
小
中

一
貫
教
育
に
対
す
る
意
識
を
醸
成
し
、

積
極
的
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

特
に
小
・
中
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し

た
連
携
型
の
中
学
校
区
に
お
い
て
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
か
。

A
全
中
学
校
区
で
状
況
に
応
じ
た

小
中
一
貫
教
育
を
実
践
し
て
お

り
、
義
務
教
育
９
年
間
で
育
む「
目
指
す

子
ど
も
像
」を
小
中
学
校
の
全
教
職
員
で

共
有
し
て
い
る
。
本
市
の
小
中
一
貫
教

育
を
紹
介
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
今
年

度
中
に
全
保
護
者
に
配
布
す
る
ほ
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
学
校
だ
よ
り
で
も
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
小
中
合
同
の
学
校

運
営
協
議
会
の
設
置
拡
大
を
推
進
す
る
。

鈴木　マサホ
議員

（左京区）

琵
琶
湖
疏
水
通
船
事
業

Q
先
人
た
ち
が
京
都
の
未
来
の
た

め
に
築
い
た
琵
琶
湖
疏
水
に
お

い
て
、
い
よ
い
よ
こ
の
春
か
ら
大
津
・

山
科
・
蹴
上
間
の
往
復
の
運
航
が
復
活

す
る
。
新
た
な
観
光
ル
ー
ト
に
な
り
、

多
く
の
市
民
や
観
光
客
に
乗
船
し
て
ほ

し
い
。
本
格
実
施
に
あ
た
り
、
市
長
の

想
い
を
伺
う
。

A
琵
琶
湖
疏
水
通
船
の
復
活
は
、

多
く
の
方
の
悲
願
で
あ
っ
た
。

今
後
、
新
た
な
広
域
観
光
ル
ー
ト
と
な

る
よ
う
、
さ
ら
に
は
山
科
、
蹴
上
、
岡

崎
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
、
東
山
自

然
緑
地
の
再
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

沿
線
の
近
代
化
産
業
遺
産
等
を
活
用
し

た
回
遊
性
の
向
上
な
ど
、
民
間
事
業
者

と
連
携
を
図
り
つ
つ
琵
琶
湖
疏
水
の
魅

力
を
更
に
高
め
、
情
報
発
信
し
て
い
く
。

琵琶湖疏水通船事業

日
本
維
新
の
会

森川　央
議員

（西京区）

教
育
格
差
解
消
と
教
師
負
担

軽
減
の
両
立

Q
部
活
動
で
は
外
部
コ
ー
チ
の
活

用
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ

か
ら
民
間
教
育
機
関
と
の
連
携
と
い
う

な
ら
理
解
す
る
が
、
部
活
動
よ
り
、
あ

ら
ゆ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
学
力
向
上
が

保
証
さ
れ
る
べ
き
。
ま
た
、
速
や
か
に

教
師
の
時
間
外
勤
務
是
正
を
行
う
た
め

に
も
民
間
連
携
を
講
じ
る
べ
き
。

A
学
校
で
の
日
々
の
指
導
や
家
庭

学
習
の
充
実
に
加
え
、
全
中
学

校
で
退
職
教
員
や
大
学
生
に
よ
る
放
課

後
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
市
独

自
の
小
中
一
貫
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
採
点
・
集
計
・
分
析
等
の
業
務

を
民
間
委
託
し
、
教
師
負
担
を
軽
減
し

つ
つ
実
施
し
て
い
る
。
塾
に
通
わ
ず
と

も
学
力
の
定
着
・
向
上
が
図
れ
る
よ
う
、

民
間
と
も
連
携
し
取
組
を
進
め
る
。

同
会
派
の
そ
の
他
の
質
疑
議
員

菅谷　浩平
議員
（北区）

京

都

党
森　かれん
議員

（上京区）

市
バ
ス
路
線
の
抜
本
的
整
備

Q
バ
ス
内
の
混
雑
解
消
は
喫
緊
の

課
題
で
、
さ
ら
に
今
後
、
朝
観

光
・
夜
観
光
・
周
辺
地
観
光
を
推
進
す

る
中
、
洛

※

バ
ス
の
ラ
イ
ン
増
設
と
増
便

が
必
要
。
市
民
の
足
を
著
し
く
妨
げ
な

い
た
め
に
も
市
民
路
線
と
観
光
路
線
を

明
確
に
分
け
、
観
光
路
線
の
増
強
が
必

要
不
可
欠
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

A
観
光
客
の
増
加
に
対
応
し
、
本

年
３
月
の
新
ダ
イ
ヤ
を
含
め
、

洛
バ
ス
を
増
便
し
た
ほ
か
、
伏
見
稲
荷

大
社
方
面
な
ど
５
路
線
を
新
設
し
て
お

り
、
観
光
系
統
の
増
強
に
よ
り
混
雑
緩

和
に
努
め
て
い
る
。
観
光
シ
ー
ズ
ン
に

は
臨
時
バ
ス
を
積
極
的
に
運
行
し
て
お

り
、
今
後
も
、
市
民
の
皆
様
に
も
観
光

客
の
皆
様
に
も
、
共
に
便
利
で
快
適
に

御
利
用
い
た
だ
け
る
市
バ
ス
を
目
指
す
。

同
会
派
の
そ
の
他
の
質
疑
議
員

江村　理紗
議員

（右京区）

自

民

党
𠮷井あきら
議員

（山科区）

山
科
ー
大
津
に
新
ル
ー
ト

渋
滞
解
消・安
全
確
保
へ

Q
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
大
津

方
面
の
国
道
１
号
、
亀
岡
方
面

の
国
道
９
号
整
備
は
容
易
で
は
な
い
が
、

国
・
府
の
負
担
割
合
の
増
、
ま
た
道

※

路

法
50
条
に
よ
る
京
都
市
負
担
の
軽
減
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
で
も
っ
て
前
向
き

に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か

が
か
。

A
空
港
や
港
が
な
い
本
市
に
お
い

て
、
広
域
的
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
は
地
域
の
経
済
活
動
や
市
民
の
皆

様
の
日
常
を
支
え
る
生
命
線
で
あ
り
、

大
津
方
面
、
亀
岡
方
面
の
ル
ー
ト
の
必

要
性
も
十
分
認
識
し
て
い
る
。
優
先
順

位
や
受
益
に
応
じ
た
費
用
負
担
の
あ
り

方
を
念
頭
に
置
き
、
国
、
府
、
隣
接
自

治
体
と
議
論
を
深
め
、
広
域
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
。

山
科
区
民
の
足
を
守
る

市
バ
ス
共
同
運
行
へ

Q
山
科
区
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺

地
域
の
バ
ス
路
線
の
充
実
に
向

け
て
、
制
度
の
更
な
る
充
実
は
で
き
な

い
か
。
Ｍ

※

Ｍ
事
業
に
取
り
組
ん
で
も
採

算
性
か
ら
本
格
運
行
で
き
な
い
地
域
で

は
、
市
バ
ス
と
民
間
バ
ス
の
共
同
運
行

も
視
野
に
入
れ
た
協
議
を
す
る
な
ど
、

中
心
部
と
の
格
差
是
正
に
向
け
、
地
域

の
た
め
に
大
い
に
汗
を
か
い
て
ほ
し
い
。

A
民
間
バ
ス
運
行
エ
リ
ア
に
お
け

る
バ
ス
の
利
便
性
向
上
に
向
け
、

来
年
度
は
支
援
予
算
を
充
実
し
、
現
在

実
施
中
の
社
会
実
験
を
踏
ま
え
、
民
間

バ
ス
事
業
者
の
支
援
を
進
め
る
。
市
バ

ス
と
の
共
同
運
行
な
ど
、
様
々
な
手
法

も
含
め
、
民
間
バ
ス
事
業
者
と
し
っ
か

り
と
協
議
し
、
お
住
ま
い
の
皆
様
の
生

活
の
足
を
守
っ
て
い
く
。

鏡山循環バス

西村　義直
議員

（西京区）

更
生
保
護
活
動
と
就
労
支
援

Q
本
市
に
対
し
、
一
層
の
貧
困
や

犯
罪
に
至
る
こ
と
を
防
ぐ
活
動

へ
の
支
援
の
要
望
が
あ
る
が
、
国
の
モ

デ
ル
事
業
に
認
定
さ
れ
れ
ば
補
助
が
あ

り
、
活
動
を
支
援
す
る
良
い
機
会
と
な

る
。
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
は
再
犯
防

止
推
進
計
画
の
策
定
が
求
め
ら
れ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

A
再
犯
防
止
に
は
総
合
的
な
対
策

が
必
要
で
、
来
年
度
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
新
た
に
設
置
し
、
具

体
的
な
検
討
に
着
手
す
る
。
そ
の
中
で
、

国
の
モ
デ
ル
事
業
の
活
用
等
も
視
野
に
、

ま
ず
は
各
関
係
機
関
等
の
取
組
状
況
や

課
題
等
を
把
握
し
、
再
犯
防
止
や
自
立

支
援
の
た
め
の
具
体
策
や
、
地
域
に
お

け
る
支
援
の
在
り
方
等
を
議
論
し
、
再

犯
防
止
推
進
計
画
を
策
定
す
る
。

下村　あきら
議員

（下京区）

市
バ
ス
の
混
雑
対
策

Q
東
山
駅
、
北
大
路
駅
に
お
け
る

市
バ
ス
か
ら
地
下
鉄
へ
の
振
替

輸
送
は
、
外
国
人
観
光
客
を
含
め
、
お

客
様
が
混
乱
せ
ぬ
よ
う
、
丁
寧
な
案
内

誘
導
が
必
要
。
ま
た
、
外
国
人
観
光
客

が
市
バ
ス
を
利
用
し
て
気
持
ち
良
く
観

光
を
楽
し
む
た
め
、
外
国
語
が
堪
能
で

ガ
イ
ド
も
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
の
活
用
な

ど
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

A
観
光
ピ
ー
ク
時
の
特
別
対
策
で

あ
る
振
替
輸
送
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
の
周
知
や
バ
ス
停
・
地
下
鉄
駅

へ
の
職
員
配
置
で
案
内
に
万
全
を
期

す
。
京

※

都
市
バ
ス
お
も
て
な
し
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
の
活
動
や
市
バ
ス
車
内
の
多

言
語
案
内
表
示
の
充
実
に
加
え
、
外
国

語
が
堪
能
な
ス
タ
ッ
フ
の
更
な
る
活
用

な
ど
、様
々
な
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

しまもと 京司
議員
（南区）

文
化
庁
移
転
を
契
機
と
し
た

京
都
経
済
と
産
業
の
振
興

Q
文
化
を
産
業
に
結
び
付
け
融
合

さ
せ
る
「
文
化
の
産
業
化
」
が

必
要
で
あ
り
、
産
業
観
光
局
に
身
近
な

文
化
産
業
の
振
興
・
活
性
化
を
推
進
す

る
部
門
を
設
置
す
る
な
ど
、
総
体
的
に

文
化
を
経
済
・
産
業
の
活
性
化
に
結
び

付
け
る
視
点
を
明
確
に
打
ち
出
し
、
今

後
の
文
化
行
政
に
取
り
組
む
べ
き
。

A
今
年
度
、
文
化
首
都
・
京
都
推

進
本
部
を
設
置
し
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
と
文
化
の
融
合
に
よ
り
、
市
民
生

活
を
豊
か
に
し
、
都
市
格
向
上
や
経
済

活
性
化
に
繋
げ
る
取
組
を
進
め
て
い

る
。
新
た
な
経
済
的
価
値
の
創
出
を
文

化
政
策
の
重
点
方
針
に
掲
げ
、
来
年
度

は
パ
リ
と
の
交
流
に
よ
る
新
た
な
ア
ー

ト
市
場
の
開
拓
な
ど
に
取
り
組
み
、
京

都
経
済
の
更
な
る
成
長
に
繋
げ
る
。

共

産

党
山中　渡
議員

（下京区）

民
泊
、ホ
テ
ル
の
急
増
問
題

Q
市
長
は
「
ホ
テ
ル
は
ま
だ
足
り

な
い
」「
民
泊
誘
致
を
促
進
す

る
」
と
し
て
い
る
が
、
宿
泊
施
設
は
十

分
で
あ
り
、
イ

※
ン
バ
ウ
ン
ド
頼
み
や
民

泊
誘
致
方
針
を
改
め
、
市
民
の
く
ら
し

と
住
環
境
を
守
る
施
策
に
転
換
す
べ

き
。
ま
た
、
違
法
民
泊
根
絶
に
は
体
制

の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

A
本
市
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
み

に
頼
る
こ
と
な
く
、
国
内
客
の

誘
致
等
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後

も
良
質
な
宿
泊
施
設
の
充
足
に
取
り
組

む
。
民
泊
に
つ
い
て
は
、
本
市
独
自
ル

ー
ル
を
条
例
等
で
定
め
、
来
年
度
は
監

視
指
導
の
専
任
体
制
を
設
け
、
国
と
も

連
携
し
、
違
法
民
泊
根
絶
と
適
正
な
運

営
を
徹
底
す
る
ほ
か
、
市
民
の
自
主
的

な
ル
ー
ル
作
り
の
支
援
も
強
化
す
る
。

原
発
再
稼
働

Q
原
発
再
稼
働
に
国
民
の
多
数
が

反
対
し
て
い
る
が
、
40
年
を
超

え
る
老
朽
原
発
の
再
稼
働
に
つ
い
て
市

長
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
核
の
ゴ
ミ
で
あ
る
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
見
通
し

が
な
い
点
か
ら
も
再
稼
働
容
認
は
許
さ

れ
な
い
。

A
本
市
は
、
原
発
に
依
存
し
な
い

持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会

の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
掲
げ
、
中
長

期
的
に
は
脱
原
発
依
存
を
主
張
し
て
い

る
。
40
年
超
の
原
発
の
運
転
期
間
延
長

に
は
関
西
広
域
連
合
で
慎
重
か
つ
厳
格

な
審
査
を
求
め
て
お
り
、
再
稼
働
す
る

場
合
は
万
全
の
安
全
対
策
を
国
等
に
求

め
て
い
く
。
な
お
、
放
射
性
廃
棄
物
の

処
分
は
国
の
取
組
と
認
識
し
て
い
る
。

西村　善美
議員

（右京区）

国
民
健
康
保
険

Q
国
に
国
庫
負
担
率
を
上
げ
さ
せ
、

府
に
も
財
政
支
援
を
求
め
る
ほ

か
、
歳
入
超
過
分
に
つ
い
て
は
更
な
る

保
険
料
の
引
下
げ
に
ま
わ
し
、
市
民
の

負
担
軽
減
を
行
う
べ
き
。
ま
た
、
交
付

金
で
徴
収
率
を
競
わ
せ
る
制
度
を
国
に

や
め
さ
せ
、
交
付
金
を
見
込
ん
だ
徴
収

強
化
も
や
め
る
べ
き
。

A
医
療
費
が
年
々
増
加
す
る
中
、

最
大
限
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て

お
り
、
加
え
て
平
成
30
年
度
は
都

※

道
府

県
単
位
化
で
生
じ
た
財
源
を
保
険
料
の

軽
減
に
活
用
す
る
。
府
に
必
要
な
意
見

を
述
べ
て
い
く
ほ
か
、
国
に
対
し
て
は

財
政
措
置
の
拡
充
を
今
後
も
求
め
て
い

く
。
保
険
料
は
公
平
負
担
が
前
提
で
あ

り
、
徴
収
率
向
上
は
交
付
金
額
に
関
わ

ら
ず
当
然
取
り
組
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。

国民健康保険等の窓口

山田　こうじ
議員

（右京区）

職
員
の
長
時
間
労
働
と

職
員
削
減
計
画

Q
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
る
よ
う

な
働
き
方
を
強
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
示
す
人
事
委
員
会
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
ど
う
受
け
止
め
、
時
間
外
勤

務
縮
減
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を

取
る
か
。
職
員
削
減
は
既
に
限
界
に
達

し
て
お
り
、
更
な
る
削
減
計
画
は
中
止

し
て
必
要
な
人
員
を
確
保
す
べ
き
。

A
勤
務
環
境
の
整
備
は
極
め
て
重

要
で
、
人
事
委
員
会
報
告
も
し

っ
か
り
受
け
止
め
引
き
続
き
取
り
組
む
。

平
成
30
年
度
か
ら
は
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る

勤
務
時
間
管
理
や
育
児
・
介
護
を
行
う

職
員
の
時
差
勤
務
等
に
よ
り
働
き
方
改

革
を
進
め
る
。
職
員
数
は
、
繁
忙
状
況

も
考
慮
し
て
必
要
な
部
署
に
は
必
要
な

人
員
を
増
員
し
て
お
り
、
今
後
も
計
画

的
な
職
員
数
の
適
正
化
に
取
り
組
む
。

※
道
路
法
50
条

国
道
の
整
備
に
と
も
な
っ
て
、
他
の
都
道

府
県
が
著
し
く
利
益
を
受
け
る
場
合
は
、

費
用
の
一
部
を
そ
の
都
道
府
県
に
分
担
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

※ 

M
M
事
業（
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
）

市
民
一
人
一
人
に
対
し
て
、
過
度
な
ク
ル
マ

利
用
を
控
え
、
歩
く
こ
と
、
公
共
交
通
等
を

利
用
す
る
こ
と
へ
の
自
発
的
な
転
換
を
促
す

交
通
施
策
で
あ
り
、
こ
う
し
た
取
組
に
よ
り

バ
ス
の
利
用
を
促
進
し
、
路
線
充
実
に
向
け

た
社
会
実
験
に
も
つ
な
げ
て
い
る
。

※ 

京
都
市
バ
ス
お
も
て
な
し
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

市
民
・
観
光
客
が
市
バ
ス
・
地
下
鉄
を
快

適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
語
学
に
堪
能
な

ス
タ
ッ
フ
が
京
都
駅
や
主
要
観
光
地
最
寄

り
停
留
所
等
で
お
も
て
な
し
の
心
で
き
め

細
や
か
な
交
通
・
観
光
案
内
を
行
っ
て
い
る
。

※
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

訪
日
外
国
人
旅
行
の
こ
と
。
平
成
28
年
度

に
京
都
市
を
訪
れ
た
外
国
人
観
光
客
は
約

661
万
人
（
前
年
比
37
％
増
）
と
推
計
さ
れ
る
。

※
都
道
府
県
単
位
化

平
成
30
年
度
か
ら
都
道
府
県
が
国
民
健
康

保
険
の
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
、

市
町
村
と
共
に
国
保
運
営
を
担
う
こ
と
で
、

制
度
の
安
定
化
を
図
る
も
の
。
財
政
基
盤

の
強
化
の
た
め
、
国
か
ら
の
財
政
支
援
が

拡
充
さ
れ
る
。

※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

平
成
27
年
９
月
の
国
連
に
お
い
て
、
気
候

変
動
、
自
然
災
害
、
紛
争
、
格
差
の
是
正

な
ど
の
国
内
外
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

先
進
国
と
開
発
途
上
国
が
共
に
取
り
組
む

べ
き
国
際
社
会
全
体
の
普
遍
的
な
17
の
目

標
と
169
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
掲
げ
ら
れ

た
も
の
。

※
洛
バ
ス

市
バ
ス
の
観
光
路
線
と
し
て
多
く
の
外
国
人

観
光
客
が
利
用
す
る
100
号
、
101
号
、
102
号
系

統
の
3
路
線
の
愛
称
名
。
一
目
で
分
か
る
車

体
デ
ザ
イ
ン
を
導
入
し
て
お
り
、
車
内
案
内

放
送
や
モ
ニ
タ
ー
画
面
で
は
日
・
英
・
中
・

ハ
ン
グ
ル
の
多
言
語
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

用

語

解

説


